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キルギスにおける日本語教育開始 30 周年記念 
特集    日本語教育国際研究大会 

（キルギス日本語教育30周年記念国際研究大会） 
 

キルギス初のネイティブ教師として～伊藤広宣（筑波大学） 
◆1991 年 9⽉ 23⽇、私 ⺠族⼤学（現

国⽴総合⼤学）歴史学部東洋語
、⽇本語 教 始 。初
学⽣ 10⼈ 。授業 週 5⽇、⽇本 持参

参考書 語教材 参考 毎⽇
講義 作成 。�
◆当時 市販 教材
、⿊板 書 教室 時々⾒

、 店 、
中 最初 ⼀年 無我夢中 ⽇本語 教
。学⽣ 、私 話 、⿊板 書
⼀⽣懸命勉強 。�

◆思 、旧 連邦 独⽴宣⾔
主権国家 様々 分野 専⾨家 養成

必要 迫 ⽇本語 専⾨家養成 ⼀
時代 。�

◆私 、学⽣時代 ⼤学 １年、 後
極東⼤学 半年留学 。極東⼤

学 学 始 、 出⾝ 学⽣ 知 合
。 彼 時代 友⼈
写真 ⾒ 、 学校 同級⽣ 近

所 知 合 、彼
仲良 。彼 誘 私 冬休 5⽇間
予定 遊 ⾏ 。
1991年 1⽉末 。�

◆⼀⾜先 戻 友⼈ 「
⼤学 君 興味 持 」 ⾔ 、
⼤学関係者 会 、「是⾮、⽇本語 教

来 」 依頼 。�
翌⽇、両親 誰 相談 労働契約書 署名

、 ⼤変 、 就職
、極東⼤学 留学 早 切 上 、⽇本

戻 ⼤学 卒業 。⼤学 後輩２⼈
留学 希望 、3⼈ ⼀緒 ⾏

。�
◆1991 年 8⽉ 19⽇ 私 出発
⽇、 連 ⼤統領 別荘 軟禁

事件 起 。私 知
新潟空港 向 中 。

私 ３⼈ 、 ⾏ 今
、 躊躇 ⽇本 出発 。幸 経由地

事件 影響 、私 翌
⽇、無事 着 。 連 8⽉

間 収拾 、 後10⽇
連邦 独⽴宣⾔

。�
◆私 国⽴総合⼤学 ７年、 ⼈⽂
⼤学 ２期11年、 記念 国⽴
⼤学 12年、 、 ・ 教育

⽇本語 教 執 。
27年 間 ２ ⼤学

何年 教 。教 ⼦ 中
、今 、⽇本 諸外国 ⽇本
語 関係 分野 活躍 者 多
、 思 。�
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「キルギス日本語教育30周年記念国際研究大会」8月

21 日発表要旨・詳しくは 10 月下旬 HP にて公開予定 
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ご 挨 拶 
～キルギス日本語教育 30周年記念研究大会開会にあたって～ 

 
◆皆様、
。 ⽇本語教師会
賛助会 ⽴場

挨拶 機会
⾼橋知也 。本⽇ 「

⽇本語教
育開始30周年記念⽇本語
教育国際研究⼤会」 出席

、 。�
◆現在、私 、 ⾸都

「聖 ・ 」⼤学 ⽇本
語専⾨家 国際交流基⾦ 派遣

。本⽇ 、 参加 、
現在 時刻 朝 7時 14分 。�

◆ 共和国 ⾼等教育機関 正式
⽇本語教育 開始 今年 30年
迎 、⼼ 祝 申 上 。私
現在 派遣先機関 ⼤学 、昨年、
2020年 ⽇本学科 開設 30年 迎 、30周
年 記念 ⾏事 開催 。1989年

壁 崩壊以降、 含 東欧諸国
含 旧 連邦 国々 ⽇本語教

育 急速 拡⼤ 。 国々 中 、
⽇本語教育 、⽇本語教師会 ⼀ 軸

、 国内 多 ⽇本語教育機関・⽇
本語教師・⽇本語学習者 関係者 引
込 、近隣諸国 ⽇本 世界
各国 ⽇本語教育関係者 対 際⽴ 存在
感 ⾒ 特⾊ 思 。�
◆私 ⽇本語教師会 現役 会員
活動 、2002 年 12 ⽉ 2005 年
7⽉ 。当時 ⼈⽂⼤学

JICA ⻘年海外協⼒隊隊員 配属
。 頃、 ⾸都 ３
⼤学 ⽇本 加 ４ 機関 主要
⽇本語教育機関 競 合 。中央
⽇本語弁論⼤会、全CIS ⽇本語学⽣弁論⼤会

国内予選⼤会 加 ⼀年 ４回
弁論⼤会、 、作⽂ 、教師�

学習者 互 顔 合 機会 多 、
機関 教師 教 、 学習者
学 、 情報 互
把握 親密 雰囲気 記
憶 。 通常 授業 加

⾏事 準備 追 、忙
充実 ⽇々 過 思

出 。�
◆ 後、 ⽇本語教師会 賛助会員
制度 正式 設 、2011年

。2011年当時 規約 ８
条⽂ 。第１条 「賛助会員 、

⽇本語教師会 共和国 ⽇
本語教育普及活動 ⽀援 個⼈
団体 、教師会普通会員 １名以上 推薦
、 在住 所在地域 国 問 、

⼊会 」 、第８条 「本規約
2011年 3⽉ 1⽇ 発効 」 。昔
電⼦ 記録 読 返 、 規約

、2011 年 3⽉ 11⽇ 東⽇本⼤震災
後 思 起 。�
◆ 以来、 ⽇本語教師会 最新 情報
定期的 発⾏ 会報 通

、 短 記事 投稿
。 再 訪問 機会

得 、昨年来、各種 ⾏事
開催 、参加 、

2002年当時 旧知 皆 顔 合 、
、若 世代 ⽅々 活躍 様⼦ 拝⾒ 、

思 。今⽇ 明⽇ ２⽇
間 研究⼤会 、過去 振 返 、 先 将来
展望 得 、 機会 期待
、私 挨拶 。�
�
8月 21日、30周年記念研究大会開会にあたり、国際交
流基金日本語専門家として現在ブルガリアのソフィア大
学で日本語教育に従事されている高橋知也氏がキルギス
共和国日本語教師会賛助会（活動支援会）を代表として
ご挨拶くださいました。記事はその全文です。�
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�
🔷 教育機関 正規 授業 ⽇本語教育 始 1991年 今年 30周年 当

、実際 ⽇本語 教 少 早 、1980年代、 社会主義
共和国 時代 。「 」、⽇本語 「知識」 名称 社会主義共和国⽴ 協会、
、 第70番学校 夜間 ⽇本語 学 始 。�

🔷 、朝鮮系 ⼈ ・ 先⽣ 系 ⼈ ・
先⽣ 指導 。当時 連邦 政策 、⼈々 活

動 ⽐較的⾃由 制限 緩和 始 頃 。�
�
🔷私 ⽇本 関⼼ 持 、 ⾼校⽣ 頃 。�

語 翻訳 芥川⿓之介 安部公房 読 。�
⿊澤明監督 映画 ⾒ 。�
当時 「冷戦時代」 。�
私 「鉄 」 ⻄ 東 引 離 、�
⽇本 、私 遠 世界 。�
�

🔷1989年、 軍 ⼊隊 駐屯先 2年間 兵役 終
戻 私 、 先⽣ ⽇本語 申 込 。先⽣
３年間⽇本語 学 。�

🔷先⽣ 教 ⽅ ⾮常 明確 授業 。 、⽂法、語彙、
漢字、会話 4 ⾏ 。最初 、⽇本語 ⽂法規則
語 説明 、 、 、授業 先
⽣ 、「⽇本語 ⽂法 語 ⽂法 ⽐較 」

。先⽣ ⾔語 話 。 、 語 。
先⽣ 従 、⽇本語 ⽂法 語 ⽐較 私 、
語 ⽇本語 「兄弟 ⾔語」 気 。 ⽇ 、

⽇本語 勉強 。� � � � � � � � � � � � � � � � � � � アクセンロード先⽣と筆者 
�
🔷当時 教材 不⾜ 、 ⿊板 書 写 。�

極東 出版 本 ⾒ 。�
、⽇本語 ⼀⼈ 。�

先⽣ 私 ⽣徒 「⽣ 会話」 練習 。� �
🔷当時 ⽇本 ⾏ 現実味 、 ⽇本⼈ 接 、�
⼀緒 仕事 考 。私 �
⽇本 興味 、⽇本語 好 勉強 。�

�

 

私の日本語事始 
～日本語・日本文化知識習得への道～ 
 

モルドガジエフ・リスベク 
 

キルギス共和国日本語教師会名誉顧問 
キルギス・日本ビジネス協議会会長 
元駐日キルギス共和国特命全権大使 
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キルギス共和国における日本語教育の歩みと未来を考える場としての 

「キルギス日本語教育 30 周年記念国際研究大会」 
研究大会実行委員 ヴォロビヨワ・ガリーナ（PhD） 

■「 ⽇本語教育30周
年記念国際研究⼤会」開会
、駐 ⽇本国特命全

権⼤使前⽥茂樹⽒ JICA
事務所所⻑根本直幸⽒
挨拶 。今年

⽇本語教育開30周
年 。毎年8⽉開催 研究⼤
会 特別 形 。�

■1⽇⽬ 「 共和国 ⽇本語教育 歩
」 ⽇本語教育 歴史 教育事
情 関 発表 。 ⽇本語教師
会 第 2 代会⻑ 務 私 ⼤学 ⽇本語教
育 始 1991年 最初 ⽇本語講師
伊藤広宣先⽣、1989 年 ⽇本語 学 始

・ ⽒、 国際交流基⾦⽇本語上
級専⾨家 活動 ⿊岩幸⼦先⽣、
JICA ⽇本語教育 従事 ⻄
條結⼈先⽣ 発表 。
⽇本語教育 歴史 ⼀番古 国⽴総合⼤
学 ・ 先⽣ 中央
⼤学 ・ 先⽣ ⽇本語教

育史 教育事情 興味深 発表 聞
。 教育機関卒業⽣

送 ⽇本語 知識 ⽣ 活動 様⼦
先⽣⽅ 感謝 ⾒

。私 「 ⽇本語教育〜30 年
歩 ⼈々〜」 題 発表 。 1⽇⽬
発表 歴史的 写真 多 紹介 、⽇本語教育
貢献 先⽣⽅ 名前 聞 、 ⽇
本語教育関係者 思 出 懐 振 返
場 。�
■2⽇⽬ 國學院⼤學 中川千恵⼦先⽣ 基調講
演「学習者 ⾃律 ⽬指 ⾳声指導・学習」 ⾏
、貴重 指導法 教 。
⽇本語教師 、学習者 ⾃律学習 役⽴

紹介 。 多 研究
発表 実践報告 、今回 形式 実施

、世界各地（中央 、東 、東南
、東 、北 南 、北

9 国） 参加 。�
研究⼤会 時間 午前 10 時 始
、 午前1時、真夜中

関 ⼤学 上甲 ⺠江先⽣ 「⽇
本語学習者 ⽇本語⺟話者 雑談

構築」 興味深 発表
、質疑応答 活気 。�

■東洋⼤学 平畑奈美先⽣ 「中央 ⽇本語
教育 ⺟語話者 ⾮⺟語話者 協働 考 ：
⽇本語教師養成 視点 」 題 貴重 統計
含 興味深 発表 。�

■ ・ 先⽣ ⻤⼀⼆三先⽣
⽇本語教育事情 「 禍中

授業 実践報告」 題
紹介 、聴衆 知 情
報 触 。�
■ 市⽴⼤学 ・ 先⽣
「 語⺟語話者 聞 取 特徴 聴解指導

問題点」 分析結果 報告 、
⼤学 森⽥誠亮 ・ ・

・ 先⽣ 「 ⼤学 教材
⽤ 反転授業 実践報告」 ⽇本語教
師 役 ⽴ 指導法 紹介 。

発表 興味深 。�
■実⾏委員 、準備 追 初

開催 、 、 、 、
⼤規模 研究⼤会 成功

⼼配 。幸 ⼤ 問題 終了
。今回 2⽇間 述 86⼈ 参加

。 形式 、 多
教師会 現役会員 旧会員 参加 、
期待 参加者 少 残念 思 。�
■⻄半球 上甲 ⺠江先⽣、
東陽⼦先⽣ 徹夜 研究⼤会 参加

⼤変 気持 。名古屋外国
語⼤学名誉教授 尾 明⼈先⽣、国⽴国語研究所教授
横⼭詔⼀先⽣、国際交流基⾦⽇本語国際 専
任講師 ⼋⽥直美先⽣ 研究⼤会 参加
光栄 。�

■最後 、尾 先⽣ ⼋⽥先⽣
紹介 思 。�
◎尾 明⼈先⽣：「先 30周年記念⼤会 本当 素晴

。 ⽇本語教師会 規模
⼩ 思 、 ⼤規模

国際⼤会 開催 素
晴 ⼈材 恵

分 。⽇本語教育 全
⼒ 取 組 先⽣⽅ 努⼒ 感謝 気
持 。」�
◎⼋⽥直美先⽣：「 研究⼤会 参加

、 。国際研究⼤会
名前 通 、多 国 、有益 研究 成果 共有
、⼤変勉強 。私 参加 、第

3部 中川先⽣ 基調講演 、⾳声教育 聴
解指導、会話研究、対象⾔語学、教師養成、 禍
⽇本語教育事情 幅 広 、
発表者 出⾝ 、世界 ⽇本語教育、⽇本
研究 多様性 実感 。」�
■今後 若 ⽇本語教師 研究⼤会
得 知識 ⽣ 、 活発 ⽇本語教育 研究
取 組 、 ⽇本学・⽇本語教育研
究 明 未来 築 祈 。�

�
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「キルギス日本語教育 30 周年記念国際研究大会」に参加して 
Alice T. Joko（ブラジル連邦共和国国立ブラジリア大学） 

◆ 度 「 ⽇本語
教育 30 周年記念国際研究
⼤会」 参加
、 共和国⽇本語教
師会 皆様 関係者
⽅々 ⼼ 礼 申

上 。�
◆30周年 ⼤事 節⽬
⼤会 国内

、⽇本、 、 、 研究者
皆様 研究発表 場 共有

⼤ 喜 。�
◆ 、私 「話 ⾔葉」 研究 ⽇本
語 ⾳声 避 通 分野 、中川千恵⼦先
⽣ 書 本 参考

、今回図 基調講演 中川先⽣ 「学
習者 ⾃律 ⽬指 ⾳声指導・学習」 、初 先
⽣ 話 伺 機会 恵 幸運 。�
◆開会式 来賓 ⽅々 挨拶 、
⽇本語教育界 主導的⽴場 活躍

・ 先⽣、伊藤広宣両先⽣
発表 ⽇本語教育 歴史、現状、課題
知 。先駆者 皆様 尽⼒、
現在 活躍 先⽣⽅ 敬意 表 。�

◆私 国 ⽇本 約130年 国交 、
1908年 正式移住開始 1973年 移⺠船廃⽌ �

26 万⼈ ⽇本⼈ 移住 。現
在、 ⽇本⼈ ⼦孫 形成 200万
以上 世界最⼤ ⽇系⼈居住地 。
、⽇本 約30年前 ⼊管法改正 ⾏ 、⽇系
⼈就労者 受 ⼊ 開始 、現在⽇本

⼈ 約２０万⼈ ⾔
。�

◆ 地理的 遠 、歴史的 ⽇本 深
関 持 我 国 、⽇本 国交成⽴ 歴
史 浅 、⼈間交流 盛 状況

⾼等教育機関 ⽇本語教育
⾯ 同 悩 抱 分 、
互 ⽇本語教育推進 向 、何 形 協⼒
合 考 。例
、 先⽣ 今年３⽉

⾏ ⽇本研究国際学会 ⼤変興
味深 「漢字 構成上 複雑性 分析」

研究発表 。
研究 成果 、同 ⾮漢字圏

⽇本語学習者 学習 助
確信 。�
◆最後 、 共和国⽇本語教
師会 更 発展 活躍 祈 。
、 貴重 機会 、

先⽣ 声掛 。
場 借 ⼼ 感謝申 上 。�

 

「日本語人」たちの登場  関 麻由美（津田塾大学非常勤講師） 
◆2⽇間 ⼤会 企画運営 ⽇本語教師会
実⾏委員 、 。第1
⽇⽬ ⽇本語教育 振 返 発表 、卒
業⽣ 、 2⽇⽬ 研究発
表 内容 、 ⽇本語教育開始 30 周年
記念 思 。�
◆ 先⽣ 発表 中 、教 ⼦ 活躍 教師

上 喜
、 登場 9名 ⽅々 、
、先⽣⽅ 期待 応 、 ⽇本語教育

礎 活躍 ⽅々 。 覧
⽅々 、9名 ⽅々 ⽇本語⼒ ⾼

気 思 。�
◆⼤会 基調講演 中川先⽣ 、講演 先⽴

⽅々 話 ⾳声 聞
、発⾳ 問題 話
、本当 、

流 ⾳声 、違和感 。�

◆ 、⽇本語 ⾃由 操
「⽇本語⼈」
⽇本

外国 活躍
。⽇本語 共通語

⽅ 世界
、 嬉

。 、反対 、
「 （語）⼈」 ⽇本⼈ 知 必
要 、知
気持 私 中 起 。�
◆今回 ⼤会 、 応援団（賛助会員） ⼀員

私⾃⾝ 勉強 、
発信 思 ⼤会

。 私 、来年 国
際⼤会 、 ⽂字 習得
思 。�
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キルギス日本語教師会の皆さん、 
日本語教育開始 30 周年、おめでとうございます！ 
ウマロヴァ・ムノジャット（ウズベキスタン国立世界言語大学） 

2021年 8⽉ 21〜22⽇開催 「 ⽇本語
教育 30 周年記念国際研究⼤会」
参加 。�

★30周年に関する講演を聞いて 
今回、 初 ⽇
本語 教師 伊
藤先⽣ 、

中央 ⼤⼈気
漢字教材『漢字物語』 執筆
者 ・ 先
⽣ 基調講演 中川千恵⼦先

⽣、 ⼤学 語学 活躍 先
⽣⽅ 話 、有意義 時間 過
。�
皆 発表 聞 、 30年

⽇本語教育 歩 ⽇本語教育 広 把握
。 、「⽇本語卒業⽣」 ⽇本語 流暢

話 ⾒ ⽇本語教
育 ⾼ 、 感動 。�

「卒業⽣」 学 ⼤学 今後⼀層
発展 祈 。�

★基調講演と参加者の研究発表を通して 
22 ⽇ 基調講演 中川千恵⼦先⽣
⾳声指導 関 具体的 指導⽅法 紹介
ＰＣ 使 、⼀⽇ 早

教室 使 思 。 東洋⼤学 平
畑奈美先⽣ 中央 ⽇本語教育、筑
波技術⼤学⼤学院⽣ 聴覚障害者 ⾔語意識、

⼤学 反転授業 ⽇本式教育 発表
後 意⾒交換 時間 ⼀番印象 残 。�

★改めてご挨拶を 
国際研究⼤会 開催 当 全

⼒ 尽 実⾏委員会 、基調
講演 中川先⽣、発表者 皆様 深 感謝申 上
。今後 ⽇本語教育 今回実践
⽇本語教育 国際 更 発展 、
祈 。�

�
�

貴重な機会を与えてくださって、感謝しています！ 
マギー・アリ・アブドラハディ（カイロ大学）�

◆「 ⽇本語教育 30 周年記念国際研究⼤会」
参加 、私
貴重 経験 。 ⼈ 初

機会 与 、光栄 。
、 ⽇本語教育界 偉⼤ 業

績 知識 得 。�
◆新型 感染拡⼤以降、 従来
学習⽅法 授業 ⽅ ⾒直 新 ⼯夫 必

要 考 、世界中 多 ⽇本語教師
、 、授業⽅法
独⾃ ⼯夫 教授法 向上 ⼒ 注 。�
◆今回、 研究⼤会 参加 、教師 ⾃分
⾃⾝ 経験・知識・試 他 教師 交換 合
何 ⼤ 成果 得 。�
今回、 恵 、⽇本語教育
発展 ⼒ 尽 先⽣⽅ 素晴 話
聞 、本当 勉強 。�

◆ 互 学 ・ ・経験
交換 、交流 、

⾃ 仕事 ⾒直
。⾃分⾃⾝ 向上⼼

再発⾒ 、 ⾃分 可能性 信
。�

◆貴重 機会 与
、 ⼀層仕事 情熱 注 頑張

気持 。�
◆改 、 ⽇本語教育３０周年、本当

。 ⽇本語教師会
発展 ⼼ 祈 。�

◆⼤ 気 与 皆様 今回、「⼤
会 参加 」 声 掛
先⽣ 、⼼ 感謝申 上 。�
�

＊� ＊� ＊� ＊� ＊�
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「キルギス日本語教育 30 周年記念国際研究大会」に参加して 
森田誠亮（元カイロ大学 客員講師） 

◆2021 年 8 ⽉ 21 ⽇、22 ⽇ 2 ⽇間 ⾏
「 共和国 ⽇本語教育開始 30 周

年記念国際研究⼤会」 、 、 ⼤学 客
員講師 ⽴場 参加 。
内容 、 30 年間 厚 感 ⾮常
充実 。�
◆「 共和国 ⽇本語教育 歩 」 、

共和国⽇本語教師会創設者 ⼀⼈
・ 先⽣ 歴

史 現状 話 、 共和国初
⽇本語教師 筑波⼤学 伊

藤広宣先⽣ 「 ⽇本語
経緯」 、 具体的 話 伺
。�

◆伊藤先⽣ 「留学先 ⼈
出会 、 ⽇本語

」 話 、⼀ ⼀ ⼩ 出会
⼤切 再認識 、 先⽣ 話 、現

在 共和国 ⽇本語教育 、30 年間
多 先⽣⽅ ⽇本語教育 真 取 組
姿勢 情熱 賜物 感

。�
◆ 、⾮常 印象的 、 共和国 �

⽇本語教育 縁 ⽅々 「
共和国 付 合 ⻑

」 。「昔働 」
理由 、 ⻑ 付
合 ⽀援
考 、
先⽣⽅ ⼈柄 努⼒ 結

果 確信 。�
◆私⾃⾝、2021年 3⽉ ⾏ 「中
東・北 ⽇本語教育 」 発表後
、 先⽣ 声掛 今回発表 機
会 、 ⽤件以外 世界各地
勉強会 情報 送 個⼈的 連

絡 、 熱⼼ 驚 ⼈柄 魅
、気 ⾃然 共和国⽇本語教師会

開 経験 。
微⼒ 、今回 参加 、⻑
共和国 ⽇本語教育 関 、 益々 発展 ⼀助

幸 。�
◆改 、 ⽇本語教育30周年 ⽀

皆 、⼼ 祝 述
、 素晴 機会 発表 機会

先⽣ ⼼ 御礼申 上 。�
 

―キルギスにおける日本語教師養成― 
西條 結人（四国大学） 

◆今回、「 ⽇本語教育
30 周年記念国際研究⼤会」
貴重 機会 参加、発表

機会 得 感謝 。参
加 諸先⽣⽅ 発表
拝聴 、 ⽇
本語教育 携
先⽣⽅ 学習者 ⽅々

深 歴史 重 感 。�
◆私⾃⾝ 2015年 2017年 ⾼等教育 中⼼
、JICA ⻘年海外協⼒隊員 ⽇本語教育分野
国際協⼒ 携 。特 、⼤学教員 対
教師教育 教材 開発、 ⽇本 含 世界
⽇本語 情報発信 重点 置 、同僚 先⽣⽅
学⽣ ⼀緒 取 組 。現在 ⽇本 ⼤
学 働 、 2年間 経験 学
、教育者 、研究者 ⼟台
、私 財産 。�
◆⼤会 1⽇⽬終了後 交流会 「⽇本語教師養成」
⼤ 話題 。特 、初等中等教育機関
学習者数 伸 、今後、初等中
等教育段階 質 ⾼ ⽇本語教師 養成 重要

思 。�

◆ 、⾼等教育 教師養成
充実 不可⽋ 。個⼈発表 話

、 国⽴⼤学東洋国際関係学部
⽇本語専攻課程 ⾔語学専攻 、外国語教育学
分野 設置 、⽇本語・⽇本⽂化教育 専⾨
教師 養成 始 。数年後 、

受 育 新 教師 、 ⽇本語
教育界 ⽀ 、新 ⾵ 吹
。 ⽇本語教育 携
、今後 ⾮常 楽 。�

◆ 国内 、⽇本語 、英語 語、
語、中国語 ⽐ 、 学習者 実⽤

「 」 ⾔語 。
教師 ⽬指 ⼈ 少 。 、

中 「外国語教育 研究 ！」「（⽇本
語）教師 ！」 意欲 ⼊学
学⽣ 。 学⽣ 対 、教師側
、学⽣ 夢 ⽬標 応援、実現
企画、整備 必要 思 。�

◆今後 私個⼈ 研究活動 、 教師会
先⽣⽅ 協働 、 ⽇本語教育界
⾵ 吹 願 。�
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カンボジアからキルギスの研究会に参加して 
クーン ソチア（アジア）（国際日本文化学園）�
◆直接⾏

訪問
禍 中⽌ 、

残念 思
。 度 先
⽣ 研究会 招

⾔
葉 表 嬉 、 感 。�
◆発表会 場 世界各地 先⽣⽅ 熱⼼ 意⾒
交換 、⽇本語教育 最善 尽

様⼦ ⾒ 。 私
励 ⼒ 、
⽇本語教育 発信 ⾏ 気 。�
◆ 禍 状況 、⼿間 費
⽤ 、世界中 先⽣⽅ 研究会 参
加 時代 改 気 付

。 遠 参加
、 。�

◆ 、皆様 話 伺 、
⽬ 実際 ⾒ 思 。�

鬼 一二三（国際日本文化学園）�
◆ 先⽣
海外⽇本語教師

上級研修以来 付
合
、

⽇本語⼈
縁

「 」 愛称 知 �
講師 共 度「 禍中

授業 実践報告」 発表 「
⽇本語教育 30 周年記念国際研究⼤会」 参加

。�
◆世界各国 参加 ⽅々 懐 顔 ⾒
、 蔭様 後 同窓会 繋
、⼤学 講演会 招 頂 縁
広 、感謝 。�
◆私共 ⽇本語教師会 14 周年
、今年 30 周年 迎 ⽇本語教育
半分 。⼤先輩、 宜 願
。�

 

【教師会からのお知らせ】 
 

「キルギス日本語教育 30周年記念国際研究大会」の 
発表概要とキルギス日本語教育の歴史に関するプレゼンテーション資料は 

発表者の許可をいただいたものに限り 
キルギス共和国日本語教師会のHP（ホームページ）に 

10 月下旬公開予定です。 
�

 
【キルギス共和国日本語教師会 2021-22 年度役員と常設委員会担当者】 

 
会 長：アスランベック・クズ・グリザット 
副会長：ジョルブラコワ・マイラム 
事務局代表：ヌスワリエワ・ジルディズ 
出版委員会（紀要編集部）：ジュヌシャリエワ・アセーリ 
広報委員会（会報編集部）：ウシケムピロワ・ナズグーリ 
会 計：副会長が兼務 
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研究大会の報告とお礼 
～2021 年キルギス国際研究大会実行委員より～ 

実行委員長 アスランベック・クズ・グリザット 
■今年2021年 ⽇本語教育 始

30 年 。 共和国⽇本語教師会 、
8⽉ 21⽇ 22⽇ ⼆⽇間『 ⽇本語教育30
周年記念⽇本語教育国際研究⼤会』 開催 。
新型 感染防⽌ 観点 毎年 8 ⽉
開催 ⽇本学 ⽇本語教育 関 研究⼤会

初 形式 実施 。�
■開会 、 共和国⽇本語教師会会⻑

挨拶 続 、前⽥茂樹駐 ⽇本
国特命全権⼤使、根本直幸 JICA 事務所所⻑、

・CIS ⽇本語教師会 ・
会⻑、 、教師会賛助会⾼橋知也国際交流基⾦
⽇本語専⾨家 ⽅々 祝辞 。�
■⼤会 、 、⽇本、 、 、

、 17 本 発表 、参加者
8 国延 86⼈ 。�

■⼤会 1⽇⽬ 、 ⽇本語教育史中⼼
発表 、⽇本語学習 契機 ⽇本 ⽇本⽂化
興味 持 ⽇本語研究 、今 様々 分野
活動 ⽅々 話 、 ⽇本・⽇本
語 魅⼒ 広 感 。発表 、

・ 「 ⽇本語教育〜30
年 歩 ⼈々」、伊藤広宣「 ⽇本語教育
30年 関 」、 ・ 「私 ⽇
本語教育」、 ・ 「 共和
国⽇本語教師会 20 年 歩 （2019 年 ⽒原名美
発表 利⽤）」、 ・

「 国⽴総合⼤学 ⽇本語教育 歴
史」、⿊岩幸⼦「⽇本⼈ 先⽣⽅中⼼ 〜

⽇本⼈材開発 ⾒ 3 年間〜」、
・ 「中央 ⼤学

⽇本語教育」、⻄條結⼈「 国際協⼒
⽇本語教育 在 ⽅ 考 」 続 、30年

⽇本語教育 歴史 振 返
。�

■ 、 ⽇本語 学 、現在
⽇本 活躍 「⽇本語卒業⽣」9 名 30 周
年 祝 届 、⼀⼈⼀⼈
学⽣時代⽇本語 教 先⽣ 述 感謝
⾔葉 誰 感動 。�

■⼤会 2 ⽇⽬ 研究発表 実践報告 実
様々 。上甲 ⺠江「⽇本語学習者 ⽇本
語⺟話者 雑談
構築」、平畑奈美「中央 ⽇本語教育
⺟語話者 ⾮⺟語話者 協働 考 ：⽇本語教

師養成 視点 」、 ・
「⽇本語 語 「V1+V2」型複雑述語
対照研究」、 ・ 「 語⺟語話

者 聞 取 特徴 聴解指導 問題点」、
� 、⻤⼀⼆三「 禍中

授業 実践報告」、 ・
・ 「聴覚障害 ⼈ ⼿話⾔語
使⽤状況 ⾔語意識 関 予備的研究」、

・ 「⽇本語 語 男性会話
機能 役割」、森⽥誠亮、 ・

・ ・ 「 ⼤学
教材 ⽤ 反転授業 実践報告」 発表
⼤変勉強 。 発表 参加者 関⼼
集 、質問 意⾒交換
寄 。�
■國學院⼤學 中川千恵⼦先⽣ 「学習者 ⾃律 ⽬
指 ⾳声指導・学習」 題 基調講演

、⽇本語 授業 早速活⽤
情報 。�
■今回祝辞 述 御来賓 、興
味深 発表 聞 ⽅々、

参加 「⽇本語卒業⽣」 皆 、
⼤会 参加 皆様 感謝申 上 。

、⼤会開催 協⼒ 関係
者 皆様、司会 務 先⽣⽅ ⼼
礼 申 上 。 実⾏委員 皆 、⼀緒
⽇本語教師会 活動 参加 楽
。画⾯ 通 遠 ⽅々
会 、 。�
■ ⽇本語教育 盛 、⽇本
⽇本語 ⼤好 学習者 増 、毎年開催 研究
⼤会 ⽇本研究 発展 ⼤ 寄
与 期待 。�
■皆様、 ⽇本語教師会 活動 応
援 。 願 。�

�
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